
令和８年度板橋区生活安全協議会活動方針 

 

１ 活動方針 

（１）「いたばし生活安全都市宣言」で宣言している「地域防犯力の向上」を図るため、     

板橋区や関係機関・団体は、意識啓発活動を積極的に進める。 

（２）生活安全協議会は、共通の事業を行い、関係機関・団体の連携を強めるとともに、

地域ぐるみの運動につなげる。 

（３）重点項目を定めて専門部会を設置し、事業計画に基づき効果的に活動を行うととも

に、地域ぐるみで犯罪の防止を図る。 

 

２ 重点項目 

（１）特殊詐欺・闇バイト・悪質商法対策 

① 特殊詐欺の手口は、年々巧妙化しており、高齢者だけでなく若者も多く被害に遭っ

ている。近年多発している「ニセ警察詐欺」や「ＳＮＳ型投資詐欺」、「ＳＮＳ型ロマ

ンス詐欺」など、最新の被害状況に注視しつつ、区民一人ひとりが特殊詐欺の犯行手

口等を正しく理解し、被害を未然に防ぐことができるよう、引き続き、関係機関と連

携した注意喚起に努める。 

② 闇バイトが関係すると思われる強盗事件等が全国的に発生しており、甘い言葉に

騙された若者が加害者となるケースが社会問題化している。ＳＮＳ等を活用した広

報活動や各種補助事業の実施などにより、区民の防犯対策の促進及び防犯意識の向

上に努める。また、若者を犯罪者集団から守ることができるよう、闇バイトの危険性

について、関係機関が連携した注意喚起に努める。 

③ 消費者センターへの相談総件数は近年増加しており、特にＳＮＳやインターネッ

トを介した悪質商法による被害が問題となっている。若者から高齢者までの幅広い

世代に対し、被害を未然に防ぐことができるよう、注意喚起に努める。 

 

（２）子どもに対する犯罪の防止対策 

子どもたちが安全に生活し、安心して学び育つことができる環境を確保するため、引

き続き、小中学校と連携した登下校時の警戒強化を図る。また、防犯講習会の開催をは

じめ、「メールけいしちょう」や「Digi Police」の利用促進等により、防犯意識啓発に

努めていく。 

 

（３）火災予防対策 

近年、リチウムイオン電池やたばこを原因とする火災が増加している。各火災原因の

傾向に注視しつつ、区民の防火意識を高められるよう、地域団体等と連携した注意喚

起・対策の広報を実施する。また、住宅用火災警報器及び感震ブレーカーの設置促進、

火災の危険性の周知等、関係機関と連携した防火対策を実施する。 


